
人
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女
 

市の 人 口 

8 月末現在 

人 口 	49,955 
男 	24,329 
女 	25,626 
世帯数 	9,454 

三
カ
月
以
上
に
わ
た
つ
て
住
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
ま
た
は
住
も

う
と
思
つ
て
給
る
と
こ
ろ
が
な

い
人
、
た
と
え
ぱ
旅
芸
人
な
ど

に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
現

在
地
主
義
」
 
の考
え
方
で
現
在

い
る
楊
所
で
調
査
す
る
わ
け
で

す
。
 

そ
の
ほ
か
寄
宿
舎
、
下
宿
な
ど

に
い
る
学
生
な
ど
は
そ
こ
で
調

査
し
、
た
ま
た
ま
自
宅
の
方
に
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略矛Liフフユfユ ソガ」フ口 明
 

日

査
 

ー
調
 

月
勢
 

1
0
 国
 

豊作の使者案山子の笑顔 
黄金の庭で踊るおけさ 

二百十日の厄日もなんのその 

豊作の使者、案山子はびようぼうたる黄金の庭で 

豊穣祝のオケサ踊りをおどつているo 

今両手を開いたところである。 

地平線までとどけと歌つている 

「ハーア六年続きの豊作だ 万作だ 闇を売らずに予約米を」 

「ハーア昔津軽の殿でも十万石 米の五所川原十五万石」 

レ、ーア無駄をはぶいてくらしをらくによ 

使うことよりためること」 

血
 

調
査
員

の
質
問

に
は
あ
り
 

の
ま

ま
答
え

て
下

さ
い
 

一
 
申

告

を
お

忘
れ

な

く
 

郵
 

一

選
挙
管
理
委
員
会
では
本
年
十

●
選
挙
資
格
の
要
件
は
次
の
と

o
名
薄
の
縦
覧
お
ょ
び
異
議
申
 
 

帰
つ
て
い
て
も
自
宅
で
は
調
査

し
な
い
と
か
、
三
カ
月
以
上
入
 

難
灘
舞
難
熱
義
一
 

（
、く

ぐ
ノ
！
ー
く‘
、
．

く
I.
I

二

i

‘
、
く

J
%
‘

く
i
ノ％
s

、
、
）
・

）
 

？

拠
出

制
国
民
年
金
 
》
 

（
 

、
 
受
付
開
始
は
十
月
一
日
か
ら
 
』
 

任
近
藤
源
吉
氏
，
同
前
田
忠
氏
 

藷
携
接
縄
鱈
器
鱗
鯛

紀
教
育
」
い
躍競
巌
鍵
 

操
作
晴
習
会
な
ら
び
に
免
許
検

係
関
卿
、
市
町
村
職
島
霧

育
沃
沈
か

確
叶
m
吐
市
の
財
政
に

定
会
を
九
月
十
七
、
十
八
、
十
如
知

会
職
即
り
句
か
割
職
彫
」
ー吸
嘱
け
彫
響
は
少
な
く
は
あ
り

九
日

（
午前
九
時
か
ら
午
後
五

そ
の
仙
『
な
お
和
皇
春
m
加
月
け
津
」
。

」
 

ー
：
ー

‘
ー
 

時
ま
で
）
の
予
定
で
五
所
川
原

中
旬
t
で
如
所
ル
彫
和
尉
町
れ

市
民
m
み
吐
は
」
ゆ
唾
部
か
加

中
央
公
民
舘
で
お
こ
な
い
ま
す
央

公
民
舘
に
判
辺
胡
か
引
か
か

ほ
ル
瑚
喝
い
市
唾
設
の
た
め
ご
 

N
且
K
巡
回

ラ
ジ

オ
体
操
 

郵
政
省
簡
易
保
険
局
、
日
本
放

送
協
会
、
五
所
川
原
郵
便
局
、
 

五
所
川
原
市
が
主
催
し
て
お
こ

な
わ
れ
た
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
講
習
会
が
人
月
十
七
日
午
前

六
時
三
十
分
か
ら
五
小
校
庭
に

小
、
中
学
生
徒
、
 一
般
市
民
な

ど
約
二
千
名
が
参
加
し
て
盛
大

に
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

講
師
は
毎
朝
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ

み
の
N
且
K
ラ
ジ
ォ
体
操
講
師

紅
林
武
男
氏
，
ピ
ア
ノ
伴
奏
は

山
崎
鏡
子
氏
の
コ
ン
ビ
。
 

市
長
代
理
須
郷
助
役
、
開
米
五

所
川
原
郵
便
局
長
の
挨
拶
が
あ

つ
た
の
ち
ビ
ア
ノ
の
メ
ロ
デ
ー
 

で
第
】
．
！第
二
体
操
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
 日
頃
家
事
に
忙
殺
さ

れ
て
い
る
奥
様
方
も
今
日
ば
か

り
は
童
心
に
か
え
り
、
小
、
中

学
生
と
一
諸
に
手
を
の
ば
し
、
 

あ
し
を
ま
げ
て
元
気
に
体
操
に

参
加
。
ま
た
市
の
須
郷
助
役
、
 

高
橋
収
入
役
、
越
後
企
画
係
長

も
参
加
。
若
者
顔
負
け
の
キ
ビ

キ
ビ
し
た
体
操
を
披
露
し
た
。
 

な
お
こ
の
体
操
は
同
日
午
前
六

時
三
十
分
と
八
時
十
五
分
の
一一

回
そ
れ
ぞ
れ
N
H
K
第
一
、
一一

放
送
で
全
国
に
放
送
さ
れ
た
。
 

沖
飯
詰
青

年
学

級
市

政
を
勉
強
 

沖
飯
詰
青
年
学
級
（主
事
吉
岡

市
税
務
課
で
は
納
税
貯
畜
組
合

全
部
が
組
合
を
つ
く
る
か
、
又
岩
五
郎
氏
）
で
は
秘
書
企
画
課

の
設
立
に
つ
い
て
呼
び
か
け
て
 は
近
く
の
組
合
に
加
入
す
る
か
 
長
、山
田
秀
雄
氏
を
講
師
に
招

参
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
「

を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。
 

き
、
六
日
午
後
七
時
か
ら
沖
飯

税
」
に
対
す
る
認
識
も
高
ま
り

現
在
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
 
詰小
学
校
で
青
年
学級
を
開
講

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
つ
て
世
帯
が
五
二
O
〇
戸
も
あ
り
そ
】
一
時
間
以上
に
わ
た
つ
て
財
政

本
年
八
月
末
で
一
一
】組
合

（
の
う
ち
半
分
以
上
は
納
期
内
に
問

題
に
つ
い
て
講
義
．
そ
の
後
 

mlルlコ’ 
m
一
 

一今
年
の
十
月
一
日
午
前
零
時
を

期
し
て
全
国
「
斉
に
「
国
勢
調

駅
査
『
か
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

国
勢
調
査
は
日
本
の
国
勢
の
実

情
を
把
握
し
、
国
の
行
政
施
策
 

”
 
の
基
礎
資料
に
す
る
た
め
．
大

正
九
年
か
ら
五
年
ご
と
に
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

・
 

打
 
と
と
しは
九
回
目
で
十
年
目
ご

と
に
お
こ
な
わ
れ
る
大
規
模
調

査
に
当
た
り
同
時
に
国
連
勧
告

ユ
 
によ
る
一
九
六
〇
年
世
界人
ロ

セ
ン
サ
ス
計
画
の
一
環
で
も
あ
 

」
な
ど
が
あ
り
ま
す
o
 

参
加
者
は
市
長
代
理
須
郷
助
役

な
お
こ
の
調
査
の
世
帯
の
私
的
を
は
じ
め
神
団
長
、
消
防
署
長

な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
い
ろ
消
防
署
次
長
そ
れ
に
消
防
団
幹

い
ろ
立
ち
入
つ
た
こ
と
ま
で
調
部
約
七
十
名
が
出
席
、
講
習
会

べ
る
わ
け
で
す
が
調
査
員
が
知
は

正
午
か
ら
始
め
ら
れ
須
郷
助

り
得
た
‘
こと
が
ら
を
人
に
も
ら
役
、
神
団
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
 

し
た
り
、
市
が
徴
税
な
ど
の
資
井
沼
次
長
か
ら
教
養
訓
練
に
つ

料
に
使
う
こ
と
は
法
律
で
か
た
 
い
て説
明
が
あ
つ
て
調
習
会
を

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
安
製
一
J
し
大
‘
 

心
し
て
必
ず
あ
り
の
ま
ま
お
書
 
且
ハ
 算
叱
 
山
氏
 D
 

き
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
 
ー

一
 
．ノ
 
…
ー
 

す
o
 

案
内
 
デ
 
ー
 

セ
ン
サ
ス
計
画
の
一
環
で
も
あ
調
査
区

に
区
切
り
、
調
査
員
」
 
す喝
こ
と
で
す
。
 ー
‘
 
・
な
い
と

き
は
自
宅
で
調
査
し
、
 所
有
関
係
」
 
「居
伽
室
の
骨
翻
 

一

り
ま
す
。
 

八
】
名
が
調
査
に
当
り
ま
す
。
 原
則
と
し
に
こ
t
J
e
十
月
一
三
カ
月
以
上
に
わ
た
る
場
合
は

」
 
「一
年
削
の
鵠
任
地
」
 
範
 
一

総
理
府
統
計
局
の
予
算
は
十
一
調
査
は
ま
ず
九
月
二
十
五
日
ご
 日
に
五
所
川
原
市
に
唯
ん
で
い
 旅
行
先
や
出
か
せ
ぎ
先
で
調
査

育
に
関
す
る
事
項
一
」
馴婚
女
 
一

億
五
千
万
円
、
調
査
員
四
十
数
 
ろ
調
査
員
が
全
世帯
に
調
査
票
 る
人
は
も
ち
ろ
ん
外
国
人
も
全
 し
ま
す
o
 

子
の
結
婚
年
数
お
よ
び
出
生
児
 
一

万
人
 
約
二
十
四
万
枚
の
調査

臣
く
は
り
は
す
。

く
吐
山
れ
た

部
調
査
の
対
像
に
吐
ゆ
は
す
．ー
ま
た
寝
泊
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
数
」
 
「就
業
時
間
」
 
「従
業
地
 
一

票
用
紙
を
使
つ
て
調
査
を
お
こ
 
調
査票
の
「
世
帯
主
の記
入
す

十
月
一
日
午
前
零
時
以
後
に死

が
ニ
カ
所
以
上
あ
る
人
は
泊
る

ま
た
は
通
学
地
『
『
準
世
柳
m
 

「
 

「
ー

調

査
区
は

全
市
一
九

五
 

一
 

も
の
人
加
毎
応
登
卿
剖
酬
細
知
 「
 

一
 
調
査
員
は
一
八
一
名
で
す
 
一
 

麟
製
紘
麓
維
瀦

一
 

原
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
 
【
 

ー
‘
 

、
・
 
一
 

く
て
も
こ
の
調
査
票
の
世
帯
主
 

”
 

期
し
て
地
区
担
当
の
調
査
員
が
 そ
の
と
き
蘭
査
員
が
「
調
査
員
 
い
る人
（
世
帯
員
）
を
そ
の
世
 
の
記
入
す
か
柵
に
ば
卿
ら
中
世
 
一

一
斉
に
み
な
さ
ん
の
家
庭
を
訪
の
記
人
す
る
欄
」
に
っ
山
て
お
帯
ご
と
に
調
査
し
て
き
ま
す
。
 帯
片
全
員
の
）
諭
ん
を
願
う
わ
 
ー
 

問
す
る
運
び
に
な
つ
て
お
り
ま
 た
ず
ね
L
ま
す
か
ら
正
確
に
お
 
こ
こで
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人

け
で
す
o
 

》
 

す
。
 な
に
ぶ
ん
全
市
民
を
対
象
答
え
し
て
く
だ
さ
い
。
 

と
は
、
そ
の
世
帯
に
す
で
に
三
 し
の
調
査
で
は
つ
ぎ
の
こ
と
が
 
ー
 

と
す
る
大
が
か
り
な
大
事
な
調
も
し
も
ご
主
人
が
お
る
す
の
と
 
カ月
以
上
住
ん
で
い
る
か
、
ま

ら
に
プ
い
て
訓
査
し
引
す
o
 

一

査
で
あ
り
一
人
で
も
も
れ
た
り
き
は
留
守
居
の
方
で
叫
申
答
え
 た
は
最
近
唯
っ
て
来
て
は
だ
一一
一
 「
巧名
」
 
「
伽帯
主
と
の
続
柄
 
一

重
複
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
 い
た
だ
け
る
よ
う
ご
用
意
く
だ
 カ
月
に
な
つ
て
い
な
い
が
今
後

」
 
「男
女
の
別
」
 
「出
‘
句
和
 
」
 

よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
 さ
い
プ
 

ー
 
」
三
カ
月
以
止
住
む
こ
と
叱
な
っ
か
」
 
「国
轡
 

「
配
偶
関
伽
」
 
一
 

ま
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
 も
う
一
度
い
い
ま
す
田
国
勢
調
て
い
る

人
の
こ
と
で
す
。
 

「
就業
状
啓
 
「
馴蜘
所
の
割
 
『
 

且
専
周

昼
？
一

h

と
 
査
で
な
に
よ
り
も
大
司
な
」
恒
 
たま
た
ま
旅
行
や
出
か
せ
ぎ
な

称
」
 
「産
覚
」
 「
卿曹

「
従
 
一

巨
，

馴
茎

a
L

カ
」
大
 
は
人
ロ
を
一
人
も
も
ら
さ
げ
、
 ど
で
一
時
下
在
の
ん
は
、
，不
在
菊
上

の
抽
警
 
「
加柳
か
種
舶
 
一

こ
の
調
査
は
全
市
を
一
九
五
の
 
また
重
複
し
な
い
よ
う
に
調
査
期
間
が
三
R
月
以
上
に
わ
た
ら
」
『
‘
居
か
冒
別
」
 
「
‘宅
か
 
一
 

勲
馴
整
で
の
世
帯員
は
郡准
維
舞
続
競
津
環
導
喜
開達
士
に
 

朔
 二
月
二
十
日
か
ら
明
年
十
二
月
 
お
りで
す
。
 

立
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・
ニト
 
・
；
ー
・
 
一
 
ー

大
 

十
九
日
ま
で
の
間
にお
こ
な
わ
 e
住
所
要
件
‘
本
年
六
月
十
六
 
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月
十
九
 
」
（
ソ博
「し
 L
国
，‘
 
会
長
 
沢

田
精
一
 （
鶴
ケ岡
）
 

れ
る
各
種
選
挙
に
も
ち
い
る
基
 
日
以
前
か
ら
引
続
い
て
五
所
川
 
日
ま
での
十
五
日
聞
市
役
所
内
 
プ

蕪
遮

h
 

叫
．‘
長

職
務
代
理
者
 

‘
本
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を始
め
一
原
市に
住
ん
で
い
る
人
（
九
月
選

挙
管
理
委
員
会
 

福
士
太
郎

（
高
 
野
）
 

→
 
ます
か
ら
住
所
を
変
更
し
た
ム
ー十
五
日
現
在
で
三
カ
月
以
上
）
 
脱漏
お
ょ
び
誤
載
の
異
鵬
申
立
市
農
業
委
員
会
の
委
員
は
、
前
農

地
部
会
長
 

‘
本
年
脱
漏
の
た
め
選
挙
出
来
な

〇
年
令
要
件
u
昭
和
十
五
年
十
期
間
は
右
の
期
間
と
同
じ
 

号
で
お
知
ら
せ
し
た
公
選
委
員
 
新
井
佐
門

（
唐
笠柳
）
 

か
つ
た
人
は
九
月
中旬
頃
ま
で

一
】月
一
一
十
】
日
以
前
に生
れ
た
一
 

三
十
名
の
ほ
か
、
新
た
に
農
協
農
地

部
会
長
職
務
代
理
者
 

に
お
忘
れ
な
く
申
出
て
く
だ
さ

人
、
 （本
年
十
ニ
月
二
十
日
現
一
 

×
 

×
 

及
び
共
済
推
せ
ん
の
委
員
二
十
 

平
山
武
太
郎
（
姥
落）
 

い
。
 

在
で
満
一
一
十才
）
 

一
 

四
名
 
鵬
会
選
任
の
委
員
五
名
最
地
振
興
部
会
長
 

沢
田

精

一
氏
を

決

定
 

を
加
え
、
入
月
四
日
初
の
総
会
一
 

笠
井
 
栄

（
桜
 田
）
 

鶏
齢
弘
鱗
鈴
？
維
紐
地部
議
鯵
議
綾
，
 

し
た
。
 

県
農
業
会
鵬
選
田
委
員
 

，
税
ら読
磯
い
 

増
田
繁
信

（
飯
 詰
）
 

ろ
好
評
を
得
た
の
で
，
こ
の
ほ

ど
第
三
回
の
案
内
デ
ー
を
九
月

二
十
一百
（
木
）
と
決
定
し
た

時
聞
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
 

十
六
ミ
リ
映
写
機
 

の
操
作
講
習
会
 

‘
主
イ
三
ロ
，
，‘
一
 

講
習
内
容
は
、
映
画
理
論
、
実
田
，

」
？
ソ
マg
《
「
ノ
？
J
ョ
 

を
予
定
し
て
い
る
。
 

『
 

ー
一
 

誉
●
，
早
土
、
R
ーョ
・
、田
、
？
こ
市
の蔵
入
の
四
一
・
八
パ
ー
セ
 

講
師
は
仙
台
ァ
メ
リ
カ
文
化
セ
 い
。
但
し
人
数
に
制
限
が
あ
る

ン
タ
ー
映
画
部
主
任
奥
山
秀
夫
 た
め
中
旬
前
に
締
切
る
こ
と
が

氏
青
森
県
立
図
書
舘
映
画
部
主

あ
り
ま
す
。
 

号
市
土
な
、
ョ7
'
J
り
と
ヒ
ピ
 
」‘
王
‘「
い
和
り
『
丸
十

・？
m
シ
協

力
願
い
ま
す
。
 

な
い
ま
す
。
 

る
欄
」
 
には
必
要
事
項
を
記
人
 
ん
だ
人
につ
い
て
は
「
そ
の
人
 日
数
の
多
い
方
で
調
査
しま
す

種
類
」
 
「家
計
の
収
入
の
敏
類
 
「
 

五
所
川
原
市
で
も
こ
の
調
査
に
ー
して
印
を
押
し
て
お
い
て
く
だ
 
の
生
前の
状
態
を
調
ぺ
る
こ
と
 

ー
 
ー

‘
三
三
ら
三E
・
三・
・
‘
三
三
・E

一‘
一
‘
三ミI
「I
i
m

」
・三
E
三
‘
E
一
・
I

三
…
三三
ー
 
二
 

・一
、・

E
"E
F‘
・三
・
E
三
言
g」昌
ミ
‘
三
・
‘
言
三
・昌
昌
‘
 

備
え
て
い
ろ
い
ろ
準
備
が
進め
ー
さ
い
。記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
 
に
な
りま
す
。
こ
の
調
査
で
は
 

―
 
 

E

一
ニ
＞
で一
・o三
女
二」
り
コユ
 
うー
・
一
二
玉l
一
山
‘文

ー
‘
一
 

ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
調
査
区
一十
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
に
調
一
「
常
住
地
主義
」
と
い
う
考
え
 

帰

ペ

ヒ
日
導

虻
白
 
」

に
斤
わ
「
いh
戸
H
十
』
「」
r
H
」
H
け
り
？
刈
ト
”
い
4
H
」
 

鉛
熱
軒
竿

m弓
髪
一査
和載
割
お

り
ま
製
口一方
マ
割m灘
ぎ
ぎ
奮
 

一
1
血
或
、巨
ニ
ソー
ど
1●
え
ト
、
ミ
こ
一
一
 
芽
ノ

お
聾
茎
 
落
贈
輪
湿
翼
漕

ゆ
鍵
は
描
潰

”
曹

選
挙
名

簿
の

調
整
始

ま
る
 

で

日
寺

一

し

フ
ミ
ブ

ニ
 
騒
鷺

轟
器
難
鷲
た
だ
し「納
税
組
合
へは憂
 

一
区
婦
メ
口
「一口
柱
〈迫
『
害
剖
開
聖
ヒ

乙
」
一
 

歎
鍵
離
誕
駄
露
 
納

税

組
合
に

加

入
 

治
氏
を
講
師
に
招
き
青
森
市
新
 

曙
青
年の家
で
おこな
わ
れ
 

い

た
し

ま
し

よ
う
 ==:' 

ー
 

ー
 
，

,
 

:
 
i

ー
 
艇
βロ月
三
七
七
ニ
名
、
 カ
て
く
割
叱
て
い
た
だ
い
て
お
り
ます
税
関
係
！
都
市
割
直
炭
保
な
ど

吟
ま
で
市
税
を
納
め
て
い
た
だ
ー
りま
し
た
が
、
今
後
は
い
ろ
い
 ら
れ
ま
し
た
．
 

が
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
め
な
い
 
に
訓
いて
質
簡
が
あ
つ
で
同
十

く
た
叱
に
毎
戸
を
ま
わ
つ
て
お
ーろ
の
都
台
で
ま
わ
れ
な
く
な
り
し
か
し
市
と
し
て
は
皆
さ
ん
D
 
人
ド
い
士
り
戸
る
り
メ
見
大
で
 
●
‘
了し
ヒ
・
 



市
役
所
税
務
課
で
は
毎
年
お
こ

な
つ
て
い
る
市
税
完
納
表
彰
式

を
今
年
も
市
内
各
地
区
、
十
会

場
で
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

今
年
の
表
彰
者
は
九
六
六
名
で

昨
年
よ
り
約
百
名
も
多
く
な

つ
 

い
る
。
 

表
彰
対
象
者
は
個
人
三
十
四
年

度
完
納
者
六
八
九
名
。
 三
年
以

上
連
続
完
納
者
一
七
三
名
、
五

年
連
続
完
納
者
四
四
名
法
人
関

係
者
は
三
十
四
年
度
完
納
十
人
 

丸
由
夫

（
梅
沢
）
 
砲
丸
投
（
 

三
十
才
以
上
）
松
本
孫
一
 
走

巾
跳
 
関

実
正
 
計
算
競
走
（
 

三
十
才
以
上
）
舘
山
繁
夫

（
新

町
）
 
計
算
競
走

（
十
九
才
以

下
）
平
山
勇
一
（
栄
）
 
計
算

競
走

（
二
十
才
以
上
）

一
戸
功

祐
 
（栄
）
 

ア
メ
喰
い
 
（
三
十

才
以
上
）
木
村
太
郎

（
栄
）
 

ア
メ
喰
い
 
（
四
十
才
以
上
）
藤

森
（
中
川
）
 
セ
ン
ペ
イ
喰
い
 

（
二
十
才
以
上
）
秋
田
（
中
川
 

）
 
セ
ン
ペ
イ
喰
い
 
（十
九
才

以
下
）

一
戸
功
祐

（
栄
）
 
自

転
車
遅
乗
り
 
三
十
才
以
上

斎
藤
勇
（
寺
町
）
 
自
転
車
遅

乗
り
 
十
九
才
以
下
 
笠
井
（
 

中
川
）
 
自

転
車
遅
乗
り
 
一
一

十
才
以
上
 
畠
山

（
三好
）
 

騎
馬
競
走
（
二
十
才
以
上
）
三

好
チ
ー
ム
 
年
令
別
リ
レ

ー
e
 

新
町
O
飯
詰
O
栄
 

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

識
材
の
操
作
（
映
写
技
師
 

）
 に
つ
い
て
仙
台
ァ
メ
リ
カ
文

化
セ
ン
タ
ー
が
認
可
し
た
ビ
ク

タ
ー
十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
免

許
証
所
持
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

機
材
の
貸
出
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
五
所
川
原
中
央

公
民
舘
長
あ
て
上
映

一
週
間
前

に
貸
出
申
込
書
を
提
出
し
承
認

を
得
る
も
の
と
す
る
．
 

機
材
の
保
管
、
輸
送
等
の
 

納
税
貯
蓄
組
合
、
第
一
梅
田
納
 

女
子
の
部
 

百
米
 
十
九
才
以
下
 
成
田
幸

子
（
梅
沢
）
 
百
米
 
二
十
才

以
上
 
竹
谷
つ
さ

（
三
好
）
 

百
米
 
三
十
才
以
上
 
佐

A
木

フ
ミ
ェ
‘（
梅
沢
）
 
水
運
び

十
九
才
以
下
 
小
田
桐
（
松
島
 

）
 
水
運
び
 
ニ
十
才
以
上

久
保
田
（
梅
沢
）
 

水
運
び

三
十
才
以
上
 
工
藤
（
寺
町
）
 

ス
プ
ン
レ
ー
ス
 
三
十
才
以
上

木
村

マ
リ
 （
飯
詰
）
 
ス
プ
ン

レ
1
ス
 
四
十
才
以
上
 
対
馬
 

（
松
島
）
 
セ
ン
ペ
イ
喰
い

十
九
才
以
下
 
石
岡

（長
橋
）
 

セ
ン
ペ
イ
喰
い
 
二
十
才
以
上

成
田

（
松
島
）
 
ビ

ン
釣
り

十
九
才
以
下
 
石
岡

（
長
橋
）
 

ビ
ン
釣
り
 
二
十
才
以
上
 
岩

淵
（
栄
）
 
ビ
ン
釣
り
 
三
十

才
以
上
 
工
藤
（
寺
町
）
 
計

算
競
走
 
十
九
才
以
下
 
舘
山
 

責
任
は
主
催
団
体
と
免
許
証
所

持
者
の
共
同
責
任
と
す
る
。
 

映
写
機
操
作
技
術
員
の
派

遣
を
依
頼
す
る
場
合
は
そ
の
旅

費
を
主
催
者
側
で
負
担
す
る
こ

と
．
 其

の
他
映
写
機
及
び

フ
イ

ル
ム
貸
出
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
五
所
川
原
中

央
公
民
舘
ま
で
ご
連
絡
下
さ
る

ょ
う
願
い
ま
す
。
 

申
込
先
、
五
所
川
原
中
央

公
民
舘
。
 

納
税
貯
蓄
組
合
、
伝
助
町
．
下

田
川

納
税

貯
蓄
組
合
、
上
藻

川
納
税
貯
蓄
組
合
、
鶴
ケ
岡
納

税
貯
蓄
組
合
、
下
藻
川
納
税
貯

蓄
組
合
、
中
藻
川
納
税
貯
蓄
組

合
、
福
井
部
落
、
上
藻
川
部
落

長
冨
愛
郷
納
税
貯
蓄
組
合
、
上

長
富
納
税
貯
蓄
組
合
，
中
長
冨

納
税
貯
蓄
組
合
．
俵
元
協

和
納

税
貯
組
蓄
合
 

O
納
税
功
労
者
 
柏
原
町
納

税
貯
蓄
組
合
 
組
合
長
 
大
沢
 

昭
子
（
中
川
）
 
計
算
競
走

ニ
十
才
以
上
 
木
村
マ
リ
 
（
飯

詰
）
 
走
巾
跳
 
二
十
才
以
上

斎
藤
京
子

（
新
町
）
 
走
高
跳

十
九
才
以
下
 
三
上
き
く
表

（
 

長
橋
）
 
砲
丸
投
 
十
九
才
以
 

フ
オ

i
ク
ダ

ン
ス

講
習
会
巧
・

2
6
日

中

央
 
公
 民

舘
 

公
民
舘
と
リ
ク
リ

ユ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催
の
フ
オ

ー
ク
ダ
ン
ス

講
習
会
を
二
十
五
、
二
十
六
の

両
日
午
後
一
時
か
ら
中
央
公
民

舘
で
お
こ
な
い
ま
す
．
 

な
お
二
十
五
、
二
十
六
の
両
日

午
後
六
時
か
ら
 
バ

ー
テ
ー
を

開
催
ン
ま
す
ぐ
 

)
  総

合
得
点

e
梅
沢
チ
l
A
一
一
一

二
点
〇
三
好
チ
ー
ム
九
二
点
o
 

飯
詰
チ
ー
ム
八
六
点
＠
桧
島
チ
 

ー
ム
八
四
点
国
栄
チ
ー
ム
七
九

点
因
中
川
チ
ー
ム
七
八
点
母
新
 

市
立
西
北
中
央
病
院
の
開
院
一

間
年
記
念
式
典
は
九
月
一
日
午

前
十
】
時
か
ら
同
院
購
堂
に
病

院
関
係
者
な
ら
び
に
、
来
賓
多

数
が
出
席
し
て
盛
大
に
お
こ
な

わ
れ
た
式
は
須
郷
助
役
、
副
島
 習

会
を
八
月
十
五
、
十
六
、
十

七
の
三
日
間
（
ニ
泊
三
日
）
青

森
市
新
城
の
青
年
の
家
に
市
内

各
青
年
学
級
幹
部
約
五
O
名
が

参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
講

習
会
の
主
題
は
内
外
の
情
勢
と

青
年
進
路
に
つ
い
て
、
講
師
、
 

東
奥
日
報
文
化
部
長
、
品
川
弥

千
江
氏
、
現
代
に
お
け
る
親
子

関
係
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
 

青
森
県
中
央
児
童
相
談
所
長
、
 

須
藤
健
蔵
氏
、
青
年
の
恋
愛
と

結
婚
に
つ
い
て
、
青
森
県
教
育

研
究
所
長
、
市
田
正
治
氏
、
青

年
学
級
の
学
習
に
つ
い
て
、
西

北
教
育
事
務
所
社
会
教
育
主
事
 

防
衛
庁
で
 

『
 

ー
 

ユ
・
一」
」
に
」
 
（
 

り
 
ー
 
君
、
 
ま
】
一
皿
守
 

和

ま
撃
紗
 

、
・
マ
【J
L
‘
 
官
の
募
集
 

」
旧
主
大
 I丁
 
を
お
こ
な
 

一
一
《
…
 

つ
て
い
ま
 

」
●
γ
】
 I
ノ
 
す
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一
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ー
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資
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吻
 

）
よ
「
ヒ
 
、
 
十
八
才
以

？
一
（ー
 
．
ノ
 
上
二
十
五
 

）
出
昆
‘
 入
一
才
未
満

の
 

「
 
”
」ー
 
ー
 
男

子
と
な
 

「
I
一
一一
目
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 つ
て
い
る

？
 
一
 

志
願
者
は
 

十
月
十
日
 

ま
で
市
役
所
民
生
課
ま
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。
 

入
隊
は
三
十
六
年
一
月
又
は
三
 

月
で
入
隊
後
の
待
遇
は
被
服
 

食
事
支
給
の
上
、
営
内

（
鑑
内
 

）
 
に居
住
、
月
額
六
千
八
百
円

を
支
給
、
そ
の
他
諸
手
当
を
支

給
す
る
。
 

試
験
は
十
月
下
旬
、
簡
単
な
筆

記
、
ロ
述
試
験
、
身
体
検
査
を

一
日
で
お
こ
な
い
ま
す
。
く
わ

し
い
こ
と
は
市
役
所
民
生
課
ま

で
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

南
米
移
民
募
集
 

院
長
の
挨
拶
、
仙
庭
市
鵬
会
鵬

長
、
三
上
医
師
会
長
、
 一
戸
保

健
所
長
の
祝
辞
が
あ
り
原
商
工

会
鵬
所
会
頭
の
音
頭
で
市
立
西

北
中
央
病
院
の
発
展
を
祝
し
て

万
才
を
三
「
）
，
し
て
式
を
終
つ
た
 松

本
千
万
次
郎
氏
、
他
県
青
年

の
す
が
た
、
県
社
会
課
課
長
補

佐
、
三
橋
春
長
氏
ま
た
分
科
会

の
テ

ー
マ
e
実
生
活
に
役
立
つ

学
習
は
い
か
に
あ
る
ぺ
き
か
o
 

学
級
り
ー
ダ

ー
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
③
村
づ
く
り
に
役
立
つ

学
習
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
話

合
い
、
最
後
に
国
内
研
修
生
を

囲
む
座
談
会
が
あ
つ
て
三
日
間

の
日
程
を
終
了
し
た
。
な
お
一
一

日
目
十
六
日
に
は
山
内
市
長
も

激
励
に
訪
れ
タ
食
や
キ
ヤ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
共
に
し
て
夜
九

時
過
ぎ
ま
で
歓
を
共

K
し
た
。
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

募
集
申
込
み
は
第
二
回
第
九
次

前
期
が
九
月
二
十
五
日
、
後
期

が
十
一
月
一
日
、
第
ニ
回
第
十

次
が
十
二
月
八
日
と
な
つ
て
お

り
ま
す
。
 

山
発
は
十
ニ
、
二
月
、
三
月
、
 

そ
れ
ぞ
れ
船
で
出
発
す
る
。
そ

の
他
の
移
民
に
つ
い
て
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
く
わ
し
い

こ
と
は
市
役
所
農
林
商
工
課
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

北
五
地
区

職
業
あ
つ

せ
ん
対
策

協
議
会
で

は
県
外
に

就
職
し
た

学
卒
者
や

農
業
労
務

者
な
ど
を

激
励
す
る

た
め
八
月

一
一
十日
か

ら
二
班
に

わ
か
れ
て

出
か
け
た

第
一
班
は
 

二
十
日
か
ら
ニ
十
四
日
ま
で
北

海
道
各
地
を
、
ま
た
第
二
班
は

二
十
四
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

一
行
は
須
郷
助
役
ほ
か
、
五
所

川
原
職
業
安
定
所
長
、
そ
れ
に

鶴
田
町
長
、
市
浦
村
助
役
で
東

京
、
神
奈
川
、
福
井
、
石
川
な

ど
の
各
事
業
所
な
ど
を
訪
問
、
 

各
地
で
北
五
田
身
者
た
ち
と

一

諸
に
座
談
会
な
ど
を
催
し
激
励

し
た
。
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第
五
回
市
民
慰
安
大
運
動
会
は
八
月
ニ
十
八
日
絶
好
の
ス
ポ
1
ツ
日
和
に
め
ぐ
ま
れ
、
北
斗
グ
ラ
ン
ド
に
約
一
万
の

市
民
を
集
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
午
前
九
時
、
参
加
選
手
入
場
で
開
会
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
大
会
長
山
内
市
長
は
「
 

夏
祭
り
と
共
に
二
大
行
事
と
さ
れ

て
い
る
市
民
運
動
会
に
更
に
各
種
社
会
福
祉
関
儒
の
援
護
を
要
す
る
方
寿
の
慰
安

運
動
会
を
加
え
で
全
市
民
の
老
幼
男
女
の
区
別
な
く
名
実
共
に
体
育
の
生
活
化
の
具
現
を
計
画
し
当
市
三
大
行
事
と

し
て
年

A
実
施
す
る
考
い
で
あ
る
」
と
挨
拶
、
昨
年
度
優
勝
の
梅
沢
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗
の
返
還
が
あ
り
、
来
賓
祝

辞
、
審
判
長
注
意
が
あ

つ
て
開
会
式
を
終
了
、
引
続
き
各
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。
各
競
技
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
な
お
総
合
得
点
】
二
二
点
で
梅
沢
チ
ー
ム
が
優
勝
、
 一
昨
年
、
昨
年
に
つ
づ
き
三
年
連
続
侵
勝
を
飾
つ
た
 

男
子
の
部
 

安
信
（
中
川
）
 
二
百
米

（
二
）
 
走
高
跳

（
十
九
才
以
上
）
 
上
）
青
木
政
雄
（
鎌
谷
町
）
 

市
民
生
課
で
は
今
年
建
設
計
画
 
六
五
〇
〇
円
、
第
二
種
】
七
五

の
市
営
住
宅
 
第

一
種
ブ
ロ
ッ
 
六九
千
円
、
木
造
二
種
二
九
ー
 

ク
建
ニ
〇
戸
、
第
二
種
プ
ロ
ッ
 五
千
円
で
請
負
者
は
次
の
通
り

ク
建
五
五
戸
．
木
造
第
ニ
種
十
第

一
圏
十
二
戸
、
川
端
町
高
松

二
戸

（
母
子
住
宅
）
計
人
七
戸
誠

二
、
第
一
種
八
戸
、
中
平
井

の
工
事
に
着
手
し
た
。
 

町
鵬
谷
芳
松
、
第
二
種
二
八
戸

請
負
額
は
第
一
種
，
七
四
八
万

敷
島
町
、
中
野
建
設
、
第
二
種
 

難

撫

難

灘

麟

鰐
議

鯵

激励
 

泉
西
部
納
税
貯
蓄
組
合
、
中
泉
協

同
組
合
専
務
開
米
佐
太
郎
 
絡
協

鵬
会
、
中
央
公
民
舘
主
催

青
森
県
海
外
協
会
で
は
南
米
コ

部
落
，
吹
畑
納
税
貯
蓄
組
合
、
 
下
長
冨
納
税
貯
畜
組
合
理
事
増
 
の
市
内
青
年
学
級
中
堅
幹
部
講

チ
ァ
単
独
青
年
移
住
者
を
募
集

下
岩
崎
納
税
貯
蓄
組
合
、
興
隆
田
隆
 

下
 
小
笠
原
節
子
（
長
橋
）
 
町
、

柳
町
，
鎌
谷
チ

ー
ム
六
一
一

砲
丸
投
 
二
十
才
以
上
 
石
岡

点
の
寺
町
、
錦
町
、
柏
原
チ

1
 

ツ
ョ
イ
 
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
投
 

ム
三
三
点
の
長
橋
チ
ー
ム
三
一
一

三
十
才
以
上
 
関

マ
キ
 
（
梅沢
点

田
七
和
チ
ー
ム
五
点
 

！
一
，、
一
三
三
三
三E
三
三一
三
」E三
巨
三目
E
三
三
日三
ヒ
‘
 

開
設

一
周
年
迎
う
 

西
北
中

央
病

院
 

市
営
住
宅
建
設
進
む
 

第

一
種
第
ニ
種
合
計
八
七
戸
 

耗
誹
耗
証
疑
龍
誕

畦
鍵
耗

税
貯
畜組
合
 
青年
学
級
幹
 

才
以
上
）
成
田
文
男
（
梅
沢
）
 
昭
夫
（
新
町
）
 
砲
丸
投

（
一
一十
才
以
上
）
毛
内
新

一
郎
（
新

二
百
米

（
十
九
才
未
満
）
葛
西
十

才
以
上
）
阿
部
勝
義

（
，橋
町
）
 

千
五
百
米
（
三
十
才
以
 

八
百
米

（
十
九
才
未
満
）
木
村
十
才
以

上
）
白
戸
退

（
栄
）
 
竹
谷
昭

一
百
米
（
三
十
才
以
上
 
千
五百
米
（
四
十
才
以
上
）
金
 

職

久
（
梅
沢
）
 
八
百
米
 
（
二
十
砲
丸
投
（
十
九
才
以
下
）
 工
藤
）

神
修
（
梅
沢
）
 
百
米
（
四
 

三
年
達
統
完
納
四
、
ま
た
団
体
 
（
同
）
、
神
喜
三
郎
（
同
）
、
 
（
同）
、
岡
田
晴
正

（
同
）
、
 区

一
0
名
 

中
泉
中
部
納
税
貯
蓄
組
合
、
中
合

専
務
太
田
清
美
 
三
好
農
業
市
教

育
委
員
会
、
青
年
学
級
連
 

十
二
戸
、
飯
詰

櫛
引
玲
、
第
】
一

種
十
戸
、
柳
町

今
栄
蔵
、
第
一】
 

種
五
戸
，
栄
町

原
田
兵
助
、
木

造
、
十
二
戸
、
 

寺
町
柴
谷
峰
作

工
事
の
完
成
は

今
年
十

一
月
三

十
日
の
予
定
。
 

な
お
入
居
者
の

受
付
を
十
月
上

旬
か
ら
開
始
す

る
。
 

て 
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須郷助役県外就 

職生を慰問激励 

万
の
観
衆
集
め
た
健
康
美
の
祭
典
 

梅
沢

・
三年
連
続
優
勝
 

班
靖
聴

市
民
運
動
会
盛
大
 

十
六
ミ

リ
映
写

機
と
 

フ
イ
ル

ム
を
貸
出
し

ま
す
ー
 

盛況だつた市民運動会から 

 

市
税

完
納
者
を

表
彰
 

市
内
十
会
場
で
盛
大
に
行
な
う
 

 

 

其
田
勘

一
郎
（
下岩
崎
）
、
岡
 

O
三
十
四
年
度
完
納
者

田
鉄
雄
（
同
〕
、
坂
本
浅
五
郎

旧
五
所
川
原
地
区
三
ニ
七
名
，
 

（
同
）
、
田
辺
甚
五
郎

（
同
）
 栄
地
区
十
二
名
、
梅
沢
地
区
一
一

坂
本
元
市
（
同
）
小
野
円
次
郎
九

名
、
長
橋
地
区
四
四
名
、
根
 

（
鶴
ケ
岡
）
小
野
虎

】
（
同
）
 
島
地
区
二
五
名
、
飯
詰
地
区
四

小
笠
原
健
次
郎
（
同
）
、
開
米

九
名
、
中
川
地
区
十
一
名
、
三

協
一
 
（
同
）
、川
浪
弥
四
郎
、
 
好
地
区
大
四
名
、
毘
沙
門
三
一一
 

で
は
納
税
組
合
二
十
八
、
 

前
田
周
一
 
〔
同）
、
三
浦
肇

（
、
入同
）
、
沢
田
喜
三
郎
 
（
同
）
 名
、
七
和
地
区
九
六
名
、
 

部
落
ま
た
は
町
内
会
四
、
功
労
同
）
、

斎
藤
正
則
（
同
）
、
中

竹
谷
雄
吉
、
同
）
、
小
笠
原
友

法
人
関
係
で
は
三
十
四
度
完
納

者
六
名
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
谷
慶
作

（
中泉
）
、
大
谷
直
太

次
郎
（
高
野
）
、
長
崎
武
志

（
旧
五
所
川
原
地
区
十
六
、
七
和

贈
り
表
彰
し
た
。
な
お
各
会
場
郎

（
同
）成
田
平
内

（
同
）
、
 羽
野
木
退
、

小
笠
原
春
造

（
地
区
二
、
 

で
表
彰
式
終
了
後
演
芸
大
会
や
金
丸
貞

次
郎

（同
）
、
小
田
桐

鵬
ケ
岡
）
、
中
谷
真
差
雄

（
飯
 三
年
以
上
連
続
完
納
、
旧
五
所

敬
老
会
な
ど
も
行
な
わ
れ
た
．
 
政
五
郎
（
福
山
）
、
土
岐
泰
次

詰
）
O
三
年
以
上
連
続
完
納
者

川
原
地
区
四
、
ま
た
団
体
で
は

〇
五
年
連
続
完
納
者
 
郎
（

杉
派
立
）
、
高
橋
直

一
（

旧
五
所
川
原
地
区
六
八
名
．
 

新
宮
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
，
 

佐

A
木
養
吉
（
本
町
）
、
尾
崎
同

）
、
片
岡
勇
吉
（
福
岡
）
、
 
栄
地
区
二
名
、
梅
沢
地
区

一
名

中
平
井
町
第
一
納
税
貯
蓄
組
合

留
吉

（
田
町
）
、
小
島
久
雄
（
宮
崎

留
古

（
同
）
、工
藤
五
郎

長
橋
地
区
五
名
、
松
島
地
区
三

姥
落
納
税
貯
蓄
組
合
、
 

敷
島
町
」
新
谷
与
惣
治
（
柏
原
 
（
豊
成
）
、清
野
み
五
（
水
野

名
、
飯
詰
地
区
二
三
名
、
中
川

下
七
ッ
舘
納
税
貯
蓄
組
合

町
）
、
福
士
長
之
助
（
梅
田
）
 
尾
）
、
太
田
義
雄
（
飯
詰
）
、
 
地
区
九
名
、
「
辱
地
区
ニ
七
名
 

梅
田
上
納
税
貯
蓄
組
合
、
梅

三
上
と
し

（
同
）
、浅
利
み
さ
長
峰

秀
治

（
同
）
、浜
舘
友

一
毘
沙
門
地
区
二
五
名
、
七
和
地

田
新
生
納
税
貯
蓄
組
合
、
梅
田
 

た
ば
こ
は
市
内
の
店

か
ら
買

い
ま
し
よ
う
 

ー
 

市
中
央
公
民
舘
で
は
次
の
要
項

に
よ
り
ビ
ク
タ
ー
十
六
ミ
り
映

写
機
お
よ
び
U
s
I
s
映
画
フ

イ
ル

A
を
貸
出
い
た
し
ま
す
。
 

一
、
貸
出
す
る
摘
材
は
ビ
ク
ダ
 

ー
十
六
ミ
り
映
写
議
、
U
8
I
 

8
フ
イ
ル
ム
、
付
属
品
一
式
。
 

二
，
貸
出
料
は
無
料
。
 

三
、
費
出
の
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
の
は
公
共
団
体
、
民
間
団

体
で
団
体
艦
賞
を
お
こ
な
う
場

合
を
原
則
と
し
、
個
人
又
は
営

利
上
の
目
的
及
び
政
治
活
勤
に
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